


実施内容

入場口で検温、手指消毒を実施。
受付時スタッフはマスク、フェイスシールドを着
用。参加デーイラーにもフェイスシールドを配布。

受付

ハンガーラックにビニールシートを取り付けた飛
沫感染防止対策を実施。
設営の検証と実用の確認をしました。

設営

通路側にスタンドの脚が出るため、転倒の危険が
ある。また作品が見えない、ライブ感が損なわれる
などの弊害を確認しました。

1

1

商品の受け渡し等には特に支障はないようです。
商品の確認や手に取ってみることには不向きのよ
うです。
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ディーラー側から通路を観る。
配置にも寄りますが、外光が反射して通路側の様
子が確認しにくくなります。
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通路側に飛沫感染シートを設置した場合

★飛沫感染防止シートの防火対策に関して
今回は通常のビーニールロールを活用しました
が、今後ホール側とも協議確認の上「防炎シート」
の活用を検討します。



商品の状態や確認がしやすくなりました。
但し、防疫という観点に配慮するなら展示品、商品
の確認のため接触する場合には注意が必要となり
ます。（入場時また、こまめな手指消毒を注意して
行えばよいのでは? との意見も）
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飛沫感染防止シートをメッセージやメニュー、ディ
スプレーとして一部を活用できるのばないかと…。
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ディーラー札もここに設置できれば、はかなり視認
性がよくなります。
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卓の内側に飛沫感染シートを設置した場合



その他

今回のイベントではやりとりが無かった「金銭の
授受」について、お金を扱うスタッフは手袋を着用
する事を提案。

今回使用したスタンド型の防止シートは全ての机
に設置するだけの台数が用意できるかどうかが
検討中である事。（GWCでは希望者向けの追加有
料オプションとなる公算が高いです）

フェイスシールドなどに使用する樹脂部分やアル
コール消毒にアレルギー反応を示す参加者への
配慮などの検討材料が残りました。

当日検証できなかった事、今後の課題

日々状況や対策が叫ばれる昨今ですが、今後も状
況を見守り必要に応じた対策・対応を模索したい
と思います。
まだまだ落ち着かない状況の中お集まりいただ
いたデイーラー有志、イベント関係者、見学参加
者の方に貴重なご助言を頂きました事心よりお
礼申し上げます。

最後に
■GWC実行委員会では今回の検証を踏まえ、9月のオリ

オン5での対策を提案していきます。
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卓上の飛沫感染シールドを使用。
この場合は見学者との目線が揃っていないと無意
味（上から覗き込むなど）となります。
実演のスタイルによって、スタンド型の防止シート
も併用が必要と思われます。
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実演をする

普段窓の開放は厳禁の場所ですが、立ち入り禁止
ゾーンを設け常時換気を目指します。
イベント開催中は室内の換気扇とエアコンも併用。
防煙窓も全解放で終日実施しました。
が、荒天の場合は一考が必要となりますね。
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常時換気
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